
一般会計収入

一般会計支出
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　歳入決算額は、273億5,089万円となってお
り、前年度と比較して0.1％の微減となっていま
す。
　収入の内訳としては、市税や県支出金が増加
した一方で、臨時福祉給付金事業の減少による
国庫支出金や「やらんば！平戸」応援寄附金が減
少しています。
　また、このうち市税などの自主財源は全体の
24.8％、地方交付税などの依存財源は75.2％を
占めており、地方交付税などに大きく依存した
財政構造となっています。

市の自主財源は24.8％

義務的経費は43.3％

決 算 報 告

市民1人当たりの支出額

　平成29年度の一般会計の決算額
は、収入が273億5,089万円、支
出が268億3,067万円となり、平
成30年度への繰越事業の財源を差
し引いた実質収支は３億9,239万
円の黒字となりました。

３億9,239万円の黒字

　歳出決算額は、268憶3,067万円となってお
り、前年度に比べて0.1％の微増となっていま
す。性質別で見ると、「やらんば！平戸」応援寄
附金が前年度を下回ったことに伴う積立金が減
少した一方で、地域情報化基盤整備事業や災害
復旧事業などの投資的経費が大きく増加してい
ます。

区　分 増減率金　額
■市税の内訳

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入 湯 税
都市計画税

1.8
3.2
4.3
△1.3
29.1
6.0
2.6

11億6,597万円
12億6,293万円
1億1,893万円
2億1,559万円
2,989万円
4,989万円

28億4,321万円

　市では、毎年２回「市の財政状況」を公表しています。
　今回は、平成29年度決算の概要と平成30年度上半期の執行状況
についてお知らせします。　　　  　 企画財政課財政班　☎内線2343

◎決算の状況（一般会計）

歳 入 総 額

歳 出 総 額

差 引 額

翌年度に繰越すべき財源

実 質 収 支

区　分

273億5,089万円

268億3,067万円

5億2,022万円

１億2,783万円

３億9,239万円

平成29年度

273億6,600万円

268億960万円

５億5,640万円

1億6,600万円

３億9,040万円

平成28年度

△1,511万円

2,107万円

△3,618万円

△3,817万円

199万円

対前年度増減額

合　 計

平戸の財政状況

２万2,632円

商工費

（対前年度528円の減）
商工、観光の振興など

６万1,185円

土木費

（対前年度5,478円の増）
道路、住宅の整備など

７万170円

教育費

（対前年度6,495円の増）
学校や図書館、文化振興など

８万2,205円

衛生費

（対前年度11,333円の減）
病気予防やごみ・し尿処理など

15万6,166円

総務費

（対前年度7,074円の減）
全般的・租税に関する事務など

２万8,779円

その他

（対前年度13,670円の増）
議会運営、災害復旧など

２万5,690円

消防費

（対前年度332円の増）
消防、防災対策など

６万4,495円

農林水産業費

（対前年度10,162円の増）
農林水産業の振興など

11万9,693円

公債費

（対前年度3,933円の減）
借入金の返済

（対前年度3,866円の増）
21万1,895円

民生費

高齢者や児童の福祉など

市　　債　　償　　還
（都市計画関係）

4,989万円

決算額区　　　分

決算額区　　　分

鉱泉源の保護管理施設整備
観 光 施 設 の 整 備
観 光 振 興

463万円
189万円
2,337万円

決算額

■目的税の使いみち

平成29年度に各分野で支出した金額を、
市民１人当たりに換算すると

問

都市計画税

入湯税

※平成30年3月31日現在の人口で
計算84万２，９１０円が使われました

◎収入の内訳グラフ

自主財源（24.8％
）273億

5,089万円

収入合計

地方譲与税など
８億9,730万円（3.3%） 寄附金

10億7,646万円
　　（3.9%）

地方交付税
109億5,690万円
（40.1％）

市税
28億4,321万円
（10.4％）

国庫支出金
29億19万円
（10.6％）

市債
32億7,540万円
（12.0%）

県支出金
25億1,836万円
（9.2%）

使用料・手数料など
28億8,308万円
（10.5％）

　
　
　
依
存

財源（75.2％）　

◎支出の内訳グラフ（性質別）

任
意
的
経
費（
37.5％

）　
　  投資的経費（19.2％）

義務的経費（
43.3％

）268億
3,067万円

支出合計 公債費
38億994万円
（14.2%）

人件費
34億7,291万円
（12.9%）

扶助費
43億4,586万円
（16.2%）

補助費等
31億401万円
（11.6%）

物件費
32億8,647万円
（12.2%）

積立金　
14億 4,603 万円
（5.4%）

その他　
5億 2,137 万円（1.9%）

普通建設事業費
47億1,132万円
（17.6%）

災害復旧事業費
4億2,751万円
（1.6%）

繰出金
17億 525万円（6.4%）



　平成27年度から平成31年度までの５年間を期間とした「平戸市総合戦略」を策定し、
人口減少抑制と地方創生を図るため「しごと」「ひと」「まち」をキーワードとした４つ
の基本目標を設定し、その目標の達成に向けて、各種事業を推進しています。

ー　しごとをふやすプロジェクト　ー

雇用促進

担い手の確保・育成、園芸振興、肉用牛振興を３
つの柱とし、就農や施設整備、繁殖雌牛や肥育素
牛の導入などに対する支援を行いました。

平戸式もうかる農業実現支援事業・・9,531万円

平戸産品の認知度向上と販路・取引の拡大のため
市内の生産業者や関係団体と連携し、首都圏をは
じめ関西圏、福岡都市圏において積極的なプロ
モーションを行いました。

平戸ブランド戦略的プロモーション・・2,700万円

「地域重要資源」として「ヒラメ」「カサゴ」「クロアワ
ビ」「ナマコ」を、各漁協・漁業者と連携して適正に
放流を行い、水産業の持続可能性を高め、漁業所
得の安定化を目指します。

地域重要資源維持・回復支援事業・・996万円

中小企業者などの経営安定による地域経済の活性
化を図るため、中小企業者に対する融資制度や各
種団体などへの支援を行うことにより事業活動の活
性化を図りました。

中小企業振興対策事業・・・１億8,771万円

市内で新たに創業をする人の支援を行うことにより、
地域経済の活性化と雇用の創出を図りました。

創業支援対策事業・・・3,214万円

ー　しごとをのばすプロジェクト　ー

産業の振興

子育て支援

子ども・子育て支援法の規定に基づき、延長保育
や放課後児童クラブなどの各種事業に補助を行い、
子ども・子育て支援を推進しました。

地域子ども・子育て支援事業・・6,511万円

保育士の業務負担軽減を目的として、保育補助者を
雇用する保育所を支援することで、保育士の離職防
止と人材の確保を図りました。

保育対策総合支援事業・・・249万円

平成２９年度に実施した
主要な事業

平戸の財政状況

その他の主要な事業

市民がスポーツに関わる機会を充実化するため、
体育協会および体育振興会、スポーツ少年団など
への支援を行い、総合的に市民１スポーツの推進を
図りました。

情報通信格差是正のため、民設民営方式にて高速通信
網の整備を行う事業者へ補助を行いました。

療育支援センター「あったかさん21」の施設を、旧自然
休養村センターを改修整備して移転しました。これにより
施設の充実、利用者増が見込まれます。

ふるさと納税のＰＲや寄附者に対するお礼の品の発送など
を行いました。また、平成29年度の寄附額は10億
7,380万円となりました。

スポーツ推進事業・・・1,802万円

地域情報化基盤整備事業・・・３億9,610万円

療育支援センター移転整備事業・・・6,587万円

ふるさと応援寄附金推進事業・・・４億9,829万円

地域住民が一体となって、地域課題に取り組む「ま
ちづくり運営協議会」の設置および支援により、市
民自らが考え実践する住民自治の推進を図りました。

コミュ二ティ推進事業・・・１億643万円

ー　まちをつくるプロジェクト　ー

移住定住の促進

昨年度、平戸市が実施した事業の中から、特に大きな事業（主要事業）を紹介

平戸市の主要事業とは

広報ひらど 平成30年12月号  6Hirado City Public Relations,2018.127

ー　ひとをそだてるプロジェクト　ー　

児童生徒の理解力向上および校務の効率化を図る
ため、学校、児童生徒の実態に応じたＩＣＴ教育環
境の整備を行いました。

ＩＣＴ教育推進整備事業・・・・2,946万円

企業誘致を行い、雇用を多く生み出すため、その
受け皿となる新たな工業団地を田平町古梶地区に
平成30年度末を分譲開始予定として整備します。

工業団地整備事業・・・１億1,544万円

本市に移住・定住される人に対して支援を行い、
人口減少の抑制を図りました。

移住定住環境整備事業・・・3,680万円



平戸の財政状況
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区　分 面積・金額

◎企業会計

◎財産の状況

土 地
建 物
有価証券
基 金
債 権
出 資 金
出 捐 金

993万1,667㎡
25万3,859㎡
1,355万円

132億7,382万円
4億7,523万円
6,468万円

1億　　14万円

水道事業

病院事業

交通船事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

区　分 予算現額 収入済額 支出済額
２億1,594万円
４億7,682万円
10億9,388万円

8,588万円
6,680万円

２億5,259万円

９億4,872万円
８億2,704万円
24億4,222万円
２億6,299万円
１億7,861万円
５億1,416万円

３億7,045万円
6,125万円

11億　249万円
5,049万円
7,545万円

0円

◎市債の残高
　（市民1人当たり105万1,446円）

◎一時借入金の状況
　平成30年９月30日現在は、
　　　　　　ありませんでした。

一般会計
水道事業 
病院事業
交通船事業 
国民健康保険（直診勘定）
農業集落排水事業
工業団地事業
合　計 

区　分 残　高
265億2,553万円
57億8,021万円
10億4,730万円
１億3,790万円

9,655万円
7,097万円

１億8,336万円
338億4,182万円

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（度島直診勘定）
国民健康保険（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島いさりびの里事業
電気事業
駐車場事業
工業団地事業

区　分 予算現額 収入済額 支出済額
17億6,373万円

3,470万円
4,207万円

1億3,386万円
17億6,968万円

1,471万円
525万円
122万円
613万円
250万円
340万円
0万円

◎一般会計（収入）

◎特別会計

◎一般会計（支出）

市 税
地 方 交 付 税
分担金・負担金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 附 金
市 債
そ の 他
収 入 合 計

27億7,470万円
104億円

1億5,107万円
26億2,750万円
23億5,750万円
15億2,059万円
26億7,720万円
49億9,489万円
275億345万円

10億6,709万円
69億3,351万円

5,085万円
１億1,549万円
2億7,997万円
１億2,705万円

０円
10億3,432万円
96億828万円

56億8,060万円
68億7,625万円
27億2,393万円
19億3,239万円
18億　750万円
18億5,097万円
39億6,234万円
26億6,947万円
275億345万円

11億5,432万円
25億　191万円
13億5,377万円
４億9,802万円
２億9,007万円
7億3,294万円
15億　456万円
9億　148万円
89億3,707万円

総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
土 木 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他
支 出 合 計

47億9,762万円
7,720万円

1億　500万円
4億4,780万円
46億1,820万円

3,592万円
1,722万円
401万円
1,191万円
1,501万円
440万円

2億8,199万円

19億2,555万円
1,004万円
1,615万円

1億2,447万円
18億3,345万円

1,288万円
101万円
1,109万円

6万円
888万円
222万円
167万円

区　分区　分

平
成
30
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）

収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況

　
　
（
平
成
30
年
９
月
30
日
現
在
）

財政
指標

市債残高（全会計）

市債残高は１億１千万円の減少

■市債残高の推移

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

健全化判断比率

一般会計などの赤字から財政運営の深刻度を見る指標
すべての会計の赤字から財政運営の深刻度を見る指標
借金の返済額の大きさから資金繰りの危険度を見る指標
市が抱える負債の残高から将来の財政への圧迫度を見る指標

平成
28年度説　　　明

－
－

6.3％
－

－
－

6.9%
－

平成
29年度

国 の 基 準
早期健全化基準
（イエローカード）
12.90%
17.90%
25.0%
350.0%

財政再生基準
（レッドカード）
20.00%
30.00%
35.0%

国 の 基準

※比率が生じない場合は「－」と表示しています。

資金不足比率 公営企業の資金不足割合から
経営状況の深刻度を見る指標 － －

平成
29年度説　　　明 平成

28年度

20.00%

※いずれの会計も資金不足が生じていないため「－」と表示しています。

対象会計 経営健全化基準（イエローカード）
水道事業・病院事業・
交通船事業ほか

健全化判断比率と
資金不足比率

※特別会計とは･･･
　国民健康保険は国民健康保険
税、介護保険は介護保険料など、
特定の収入で特定の支出を賄う
仕事をまとめた会計です。

※企業会計とは…
　民間企業と同じようにその仕
事自体に収益があり、その収益
で支出を賄う仕事をまとめた会
計です。

収　入
支　出
収　入
支　出

10億2,769万円
9億2,140万円
８億5,938万円
12億5,290万円

収　入
支　出
収　入
支　出

１億9,528万円
1億9,528万円
３億　643万円
３億2,416万円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収　入
支　出
収　入
支　出

23億7,172万円
23億　696万円
１億7,541万円
２億4,142万円

収益的収支

資本的収支

国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（度島直診勘定）
国民健康保険
（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険
（保険事業勘定）
介護保険
（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島
いさりびの里事業
電気事業
駐車場事業
工業団地事業

56億9,729万円

7,529万円

1億　　 ９万円

4億3,835万円

43億　821万円

3,293万円

1,494万円
2,231万円

1,343万円

1,874万円
708万円

１億1,544万円

56億9,146万円

7,529万円

1億　　 ９万円

4億3,664万円

42億5,258万円

3,293万円

1,494万円
2,231万円

1,343万円

1,874万円
708万円

１億1,544万円

支　出収　入区　分

　　市の借入金である市債の
残高は、継続的な繰上償還の
実施により減少を続けています。
　今後も計画的な繰上償還の
実施によりさらなる財政の健全
化に努め、将来の公債費負担
の軽減を図ります。

　平成19年に制定された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財
政健全化法）」により、毎年、健全化判断比率などを算定し、議会・市民に
報告・公表しています。
　平成29年度決算に基づく比率（指標）は、前年度と同様にいずれも国の基
準（イエローカードとされる早期健全化基準）を下回り、財政状況は、おおむ
ね健全であるといえます。各指標の改善は、平成19年度から実施している
借入金（市債）の繰上償還によるところが大きく影響しており、今後も行財政
改革の取り組みを継続し、引き続き健全な財政運営に努めます。

　　※平成30年9月30日現在人口31,831人で計算

（年度）

（単位：億円）

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
※収益的収支・・・経営活動により発生するすべての収入と支出

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
※収益的収支・・・経営活動によって発生するすべての収入と支出

交通船事業

病院事業

水道事業

執行
状況

特別
会計

企業
会計

すべてにおいて基準内の財
政状況
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目指せ
筋肉の
世界遺産

今日はイチゴ味の
プロテイン飲もうかな

お金ないなら
筋トレ（事業）も
できないっすね

俺たちと一緒に
いい汗かこうぜ

ゼロ予算筋トレ！！
先輩、今日もキレてますよ

―
　

お
金
を
か
け
ず
に
事
業
に
取
り
組
む
鍵
は
︑
汗
を
か
け
︻
汗
と
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
︼
ー　

平
戸
市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
　

　平戸市職員の若手K・Ｏ・Iの筋肉三銃士は、財政担当のパーソナルトレー
ナーのＤと日課の筋トレをしながら、平戸市の財政状況についてどうしたら
良くなるかを日ごろから考えています。
　そこで、ひらめいたゼロ予算事業。人口減少・少子高齢化の時代における、
平戸市の新たな事業への取り組みについて、筋トレしているところにお邪魔
して話を聞いてみました。

ゼ
ロ
予
算
事
業
っ
て
何
？

ゼ
ロ
予
算
事
業
に
よ
る
効
果
は
？

平
成
31
年
度
へ
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
取
リ
組
み

平戸の財政状況

Ｄ　
　
さ
あ
、
今
日
も
し
っ
か
り
筋
ト
レ

　
　
　
し
て
、
美
し
く
動
け
る
キ
レ
キ
レ

　
　
　
の
ボ
デ
ィ
ー
を
手
に
入
れ
る
ぞ
。

　
　
　
筋
肉
は
裏
切
ら
な
い
か
ら
な
。
目

　
　
　
指
せ
、
筋
肉
の
自
主
財
源
１
０
０
％

　
　
　
の
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ボ
デ
ィ
ー
。

全
員　
お
〜
！（
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
今
日

　
　
　
は
い
つ
に
な
く
気
合
入
っ
て
る
な
）

　

O

　
　
そ
う
い
え
ば
気
に
な
っ
た
ん
で
す

　
　
　
け
ど
。

Ｄ　
　
ん
？
ど
う
し
た
？

Ｏ　
　
筋
ト
レ
の
器
具
っ
て
、
そ
ろ
え
よ

　
　
　
う
と
す
る
と
な
か
な
か
の
値
段
が

　
　
　
か
か
り
ま
す
よ
ね
、
つ
ま
り
何
で

　
　
　
も
か
ん
で
も
そ
ろ
え
ら
れ
る
っ
て

　
　
　
訳
じ
ゃ
な
い
。
自
分
た
ち
が
働
い

　
　
　
て
い
る
平
戸
市
の
状
況
も
同
じ
な

　
　
　
の
か
な
っ
て
。

Ｉ　
　
自
分
も
そ
う
思
い
ま
す
。
こ
う
い

　
　
　
う
環
境
で
運
動
で
き
る
の
は
、
時

　
　
　
間
、
場
所
、
お
金
が
提
供
さ
れ
て

　
　
　
初
め
て
実
現
で
き
る
ん
だ
な
っ
て
。

Ｋ　
　
平
戸
市
の
場
合
は
ど
う
な
ん
で
す

　
　
　
か
ね
。

Ｄ　
　
も
ち
ろ
ん
筋
ト
レ
と
同
じ
で
、
器

　
　
　
具
や
お
金
を
か
け
れ
ば
い
い
設
備

　
　
　
で
、
い
い
運
動
が
で
き
る
と
思
う

　
　
　
よ
。
で
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
腕
立
て

　
　
　
伏
せ
の
よ
う
に
、
器
具
を
使
用
し

　
　
　
な
く
て
も
、
体
を
鍛
え
る
こ
と
は

　
　
　
で
き
る
は
ず
だ
。
そ
う
い
っ
た
柔

　
　
　
軟
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

　
　
　
的
と
し
て
、
発
想
し
た
取
り
組
み

　
　
　
が
、
ゼ
ロ
予
算
事
業
に
な
る
ん
だ
。

全
員　
ゼ
ロ
予
算
事
業
？

Ｄ　
　
そ
も
そ
も
ゼ
ロ
予
算
事
業
と
は
、

ゼロ予算事業で平戸市をビルドアップ
　
　
　
予
算
が
無
い
状
況
で
も
、
地
域
の

　
　
　
清
掃
活
動
や
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
、

　
　
　
市
民
パ
ソ
コ
ン
相
談
な
ど
、
職
員

　
　
　
が
努
力
と
ア
イ
デ
ア
で
実
現
で
き

　
　
　
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う

　
　
　
考
え
方
な
ん
だ
。

Ｉ　
　
確
か
に
、
お
金
を
か
け
な
い
で
も

　
　
　
出
来
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
で
も

　
　
　
や
っ
ぱ
り
お
金
を
か
け
た
ほ
う
が

　
　
　
も
っ
と
良
い
も
の
が
で
き
る
よ
う

　
　
　
な
気
が
し
ま
す
よ
ね
。

Ｋ　
　
今
や
っ
て
い
る
事
業
を
拡
大
し
た

　
　
　
り
、
内
容
を
濃
く
し
た
り
し
よ
う

　
　
　
と
す
る
と
、
必
然
的
に
そ
う
な
り

　
　
　
ま
せ
ん
か
？
例
え
ば
、
今
年
世
界

　
　
　
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
構
成
資
産
の

　
　
　
整
備
と
か
。

Ｄ　
　
２
人
が
言
う
こ
と
は
、
ご
も
っ
と

　
　
　
も
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
こ
に
お

　
　
　
金
を
か
け
て
、
ど
こ
の
部
分
を
削

　
　
　
減
し
て
と
い
う
の
が
必
要
に
な
る
。

　
　
　
例
え
ば
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
な
の
に
、

　
　
　
脚
の
筋
肉
を
鍛
え
な
い
人
は
い
な

　
　
　
い
よ
な
。
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、

　
　
　
当
然
自
分
の
競
技
に
関
係
す
る
筋

　
　
　
肉
は
重
点
的
に
鍛
え
る
わ
け
だ
。

Ｏ　
　
な
る
ほ
ど
、
そ
こ
に
ゼ
ロ
予
算
事

　
　
　
業
の
よ
う
な
も
の
を
織
り
交
ぜ
て

　
　
　
行
っ
て
、
よ
り
よ
い
平
戸
市
に
つ

　
　
　
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
訳
で
す
ね
。

Ｄ　
　
栃
木
県
の
足
利
市
や
、
雲
仙
市
な

　
　
　
ど
が
既
に
こ
の
事
業
を
実
施
し
て

　
　
　
い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

　
　
　
経
費
節
減
だ
け
で
な
く
、
職
員
の

　
　
　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
チ
ャ
レ

　
　
　
ン
ジ
精
神
の
高
揚
な
ど
に
も
成
果

　
　
　
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
。
筋
ト
レ

　
　
　
も
一
緒
で
、
自
分
の
限
界
を
超
え

　
　
　
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
、

　
　
　
よ
り
鍛
え
ら
れ
る
。
予
算
が
な
い

　
　
　
か
ら
出
来
な
い
と
か
、
器
具
が
な

　
　
　
い
か
ら
と
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な

　
　
　
く
、
ど
う
し
た
ら
出
来
る
か
と
い

　
　
　
う
考
え
を
も
つ
こ
と
が
、
筋
肉
に

　
　
　
も
事
業
に
も
良
い
と
い
う
こ
と
だ

　
　
　
な
。
ま
だ
全
員
、
余
裕
が
あ
る
み

　
　
　
た
い
だ
か
ら
、
限
界
を
超
え
ら
れ

　
　
　
る
よ
う
腕
立
て
３
０
０
回
追
加
！

全
員　
え
〜
！
鬼
の
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
心

　
　
　
に
火
が
つ
い
た
〜
。
明
日
は
、
筋

　
　
　
肉
痛
確
定
だ
な
こ
り
ゃ
。　
　

Ｄ　
　
こ
こ
ま
で
自
分
た
ち
の
筋
肉
談
話

　
　
　
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

　
　
　
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
戸
市
は
今
、

　
　
　
平
戸
市
未
来
創
造
羅
針
盤
と
い
う

　
　
　
未
来
に
向
け
て
の
重
点
目
標
を
立

　
　
　
て
て
い
ま
す
。
各
事
業
の
目
標
を

　
　
　
見
据
え
て
遂
行
し
て
い
く
中
で
、

　
　
　
ど
の
事
業
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
を

　
　
　
か
け
ら
れ
る
か
は
決
め
ら
れ
て
い

　
　
　
ま
す
。

全
員　
自
分
た
ち
が
、
市
民
が
誇
り
を
も

　
　
　
て
る
平
戸
市
を
目
指
し
て
、
お
金

　
　
　
を
か
け
ず
汗
を
か
く
、
ゼ
ロ
予
算

　
　
　
事
業
を
こ
れ
か
ら
は
実
施
し
て
い

　
　
　
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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